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一般目標（GIO）

（１）病院調剤を実践する
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤および製剤、服薬指
導などの薬剤師業務に関する基本的知識、技能、態度を修得する。

病院において調剤を通して患者に最善の医療を提供するために、調剤、医薬品の適正な使用ならびにリス
クマネジメントに関連する基本的知識、技能、態度を修得する。

《病院調剤業務の全体の流れ》
1. 患者の診療過程に同行し、その体験を通して診療システムを概説できる。
2. 病院内での患者情報の流れを図式化できる。
3. 病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。
4. 薬剤部門を構成する各セクションの業務を体験し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。
5. 処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から患者への医薬品交付、服薬指導に至るまでの流れを概

説できる。
6. 病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。

《計数・計量調剤》
7. 処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、種類および記載事項について説明できる。
8. 処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量など）が整っているか確認できる。
9. 代表的な処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。

10. 薬歴に基づき、処方内容が適正であるか判断できる。
11. 適切な疑義照会の実務を体験する。
12. 薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙し、記入できる。
13. 処方せんの記載に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）
14. 錠剤、カプセル剤の計数調剤ができる。（技能）
15. 代表的な医薬品の剤形を列挙できる。
16. 代表的な医薬品を色・形、識別コードから識別できる。（技能）
17. 医薬品の識別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。
18. 代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。
19. 異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。
20. 毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤ができる。（技能）
21. 一回量（一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）
22. 散剤、液剤などの計量調剤ができる。（技能）
23. 調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的な取扱いができる。（技能）
24. 細胞毒性のある医薬品の調剤について説明できる。
25. 特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）
26. 錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
27. 調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）

《服薬指導》
28. 患者向けの説明文書の必要性を理解して、作成、交付できる。（知識・技能）
29. 患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。
30. 自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。
31. お薬受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意について適切に説明できる。
32. 期待する効果が充分に現れていないか、あるいは副作用が疑われる場合のお薬受け渡し窓口における

対処法について提案する。（知識・態度）

病院実習

教授　 口　常男　他

5年次通期　必修　10単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
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3310
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（２）医薬品を動かす・確保する
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

（３）情報を正しく使う
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

《注射剤調剤》
33. 注射剤調剤の流れを概説できる。
34. 注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量など）が整っているか確認できる。（技能）
35. 代表的な注射処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。（技能）
36. 処方せんの記載に従って正しく注射剤の取りそろえができる。（知識・技能）
37. 注射剤（高カロリー輸液など）の混合操作を実施できる。（技能）
38. 注射剤の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。
39. 毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの注射剤の調剤と適切な取扱いができる。（技能）
40. 細胞毒性のある注射剤の調剤について説明できる。
41. 特別な注意を要する注射剤（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）
42. 調剤された注射剤に対して、正しい鑑査の実務を体験する。（技能）

《安全対策》
43. リスクマネジメントにおいて薬剤師が果たしている役割を説明できる。
44. 調剤過誤を防止するために、実際に工夫されている事項を列挙できる。
45. 商品名の綴り、発音あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。
46. 医薬品に関わる過失あるいは過誤について、適切な対処法を討議する。（態度）
47. インシデント、アクシデント報告の実例や、現場での体験をもとに、リスクマネジメントについて
討議する。（態度）
48. 職務上の過失、過誤を未然に防ぐための方策を提案できる。（態度）
49. 実習中に生じた諸問題（調剤ミス、過誤、事故、クレームなど）を、当該機関で用いられるフォーマ

ットに正しく記入できる。（技能）

医薬品を正確かつ円滑に供給し、その品質を確保するために、医薬品の管理、供給、保存に必要な基本的
知識、技能、態度を修得する。

《医薬品の管理・供給・保存》
1. 医薬品管理の流れを概説できる。
2. 医薬品の適正在庫の意義を説明できる。
3. 納品から使用までの医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と関連づけて説明できる。
4. 医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。
5. 納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目を列挙できる。
6. 同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。
7. 院内における医薬品の供給方法について説明できる。
8. 請求のあった医薬品を取り揃えることができる。（技能）

《特別な配慮を要する医薬品》
9. 麻薬・向精神薬および覚せい剤原料の取扱いを体験する。（技能）

10. 毒薬、劇薬を適切に取り扱うことができる。（技能）
11. 血漿分画製剤の取扱いを体験する。（技能）
12. 法的な管理が義務付けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇薬、毒薬、特定生物由来製剤など）を

挙げ、その保管方法を見学し、その意義について考察する。（態度）
《医薬品の採用・使用中止》
13. 医薬品の採用と使用中止の手続きを説明できる。
14. 代表的な同種・同効薬を列挙できる。

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬剤部門における医薬品情報管理（DI）
業務に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。

《病院での医薬品情報》
1. 医薬品情報源のなかで、当該病院で使用しているものの種類と特徴を説明できる。
2. 院内への医薬品情報提供の手段、方法を概説できる。
3. 緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法について説明できる。
4. 患者、医療スタッフへの情報提供における留意点を列挙できる。
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（４）ベッドサイドで学ぶ
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

（５）薬剤を造る・調べる

到達目標（SBOs）

5. 医薬品の基本的な情報を、文献、MR（医薬情報担当者）などの様々な情報源から収集できる。（技能）
6. DIニュースなどを作成するために、医薬品情報の評価、加工を体験する。（技能）
7. 医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）

《情報提供》
8. 医療スタッフからの質問に対する適切な報告書の作成を体験する。（知識・技能）
9. 医療スタッフのニーズに合った情報提供を体験する。（技能・態度）

10. 患者のニーズに合った情報の収集、加工および提供を体験する。（技能・態度）
11. 情報提供内容が適切か否かを追跡できる。（技能）

入院患者に有効性と安全性の高い薬物治療を提供するために、薬剤師病棟業務の基本的知識、技能、態度
を修得する。

《病棟業務の概説》
1. 病棟業務における薬剤師の業務（薬剤管理、与薬、リスクマネジメント、供給管理など）を概説で

きる。
2. 薬剤師の業務内容について、正確に記録をとり、報告することの目的を説明できる。
3. 病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する。（知識・技能・態度）

《医療チームへの参加》
4. 医療スタッフが日常使っている専門用語を適切に使用できる。（技能）
5. 病棟において医療チームの一員として他の医療スタッフとコミュニケートする。（技能・態度）

《薬剤管理指導業務》
6. 診療録、看護記録、重要な検査所見など、種々の情報源から必要な情報を収集できる。（技能）
7. 報告に必要な要素（5W1H）に留意して、収集した情報を正確に記載できる（薬歴、服薬指導歴など）。
（技能）

8. 収集した情報ごとに誰に報告すべきか判断できる。（技能）
9. 患者の診断名、病態から薬物治療方針を把握できる。（技能）

10. 使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明できる。
11. 臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。
12. 医師の治療方針を理解したうえで、患者への適切な服薬指導を体験する。（技能・態度）
13. 患者の薬に対する理解を確かめるための開放型質問方法を実施する。（技能・態度）
14. 薬に関する患者の質問に分かり易く答える。（技能・態度）
15. 患者との会話を通して、服薬状況を把握することができる。（知識・技能）
16. 代表的な医薬品の効き目を、患者との会話や患者の様子から確かめることができる。（知識・技能）
17. 代表的な医薬品の副作用を、患者との会話や患者の様子から気づくことができる。（知識・技能）
18. 患者がリラックスし自らすすんで話ができるようなコミュニーケションを実施できる。（技能・態度）
19. 患者に共感的態度で接する。（態度）
20. 患者の薬物治療上の問題点をリストアップし、SOAPを作成できる。（技能）
21. 期待する効果が現れていないか、あるいは不十分と思われる場合の対処法について提案する。

（知識・技能）
22. 副作用が疑われる場合の適切な対処法について提案する。（知識・態度）

《処方支援への関与》
23. 治療方針決定のプロセスおよびその実施における薬剤師の関わりを見学し、他の医療スタッフ、医療

機関との連携の重要性を感じとる。（態度）
24. 適正な薬物治療の実施について、他の医療スタッフと必要な意見を交換する。（態度）

患者個々の状況に応じた適切な剤形の医薬品を提供するため、院内製剤の必要性を認識し、院内製剤の調
製ならびにそれらの試験に必要とされる基本的知識、技能、態度を修得する。

《院内で調製する製剤》
1. 院内製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製できる。（軟膏、坐剤、散剤、液

状製剤（消毒薬を含む）など）（技能）
2. 無菌製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製できる。（点眼液、注射液など）
（技能）
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（６）医療人としての薬剤師

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

《薬物モニタリング》
3. 実際の患者例に基づきTDMのデータを解析し、薬物治療の適正化について討議する。（技能・態度）

《中毒医療への貢献》
4. 薬物中毒患者の中毒原因物質の検出方法と解毒方法について討議する。（知識、態度）

常に患者の存在を念頭におき、倫理観を持ち、かつ責任感のある薬剤師となるために、医療の担い手とし
てふさわしい態度を修得する。

1. 患者および医薬品に関連する情報の授受と共有の重要性を感じとる。（態度）
2. 患者にとって薬に関する窓口である薬剤師の果たすべき役割を討議し、その重要性を感じとる。
（態度）

3. 患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）
4. 生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
5. 医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）
6. 職務上知り得た情報について守秘義務を守る。（態度）

上記（１）～（６）の各教育目標を達成するための病院における11週間の実務実習を行う。病院実習終了
後、ポスター形式で報告を行う。

実習出席日数及び実習態度、実習施設指導薬剤師の総括的評価資料、実習記録、実習報告会での発表、実
習レポート等により総合的に評価する。

薬学生のための病院・薬局実習テキスト2012年版（病院・薬局実務実習近畿地区調整機構監修）
治療薬マニュアル2011（高久監修、医学書院）

今日の治療薬2012（水島編、南江堂）

患者の視点に立ち、医療人としての姿勢を学ぶとともに、病院薬剤師の業務と責任を理解し、薬剤師とし
て必要な基本的な知識、技能、態度を修得して来て下さい。
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一般目標（GIO）

（１）薬局アイテムと管理
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

（２）情報のアクセスと活用
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品などの供給・
管理、情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を修得する。

薬局で取り扱うアイテム（品目）の医療、保健・衛生における役割を理解し、それらの管理と保存に関する基
本的知識と技能を修得する。

《薬局アイテムの流れ》
1. 薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割について説明できる。
2. 薬局で取り扱うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に果たす役割を説明できる。
3. 薬局アイテムの流通機構に係わる人達の仕事を見学し、薬剤師業務と関連づけて説明できる。

《薬局製剤》
4. 代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説できる。
5. 代表的な薬局製剤・漢方製剤を調製できる。

《薬局アイテムの管理と保存》
6. 医薬品の適正在庫とその意義を説明できる。
7. 納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目（使用期限、ロットなど）を列挙できる。
8. 薬局におけるアイテムの管理、配列の概要を把握し、実務を体験する。（知識・技能）

《特別な配慮を要する医薬品》
9. 麻薬、向精神薬などの規制医薬品の取扱いについて説明できる。

10. 毒物、劇物の取扱いについて説明できる。
11. 法的な管理が義務付けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇薬、毒薬，特定生物由来製剤など）を

挙げ、その保管方法を見学し、その意義について考察する。（態度）

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬局における医薬品情報管理業務に関する基
本的知識、技能、態度を修得する。

《薬剤師の心構え》
1. 医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）
2. 職務上知り得た情報について守秘義務を守る。（態度）

《情報の入手と加工》
3. 医薬品の基本的な情報源（厚生労働省、日本製薬工業協会、製薬企業、日本薬剤師会、卸など）の種

類と特徴を正しく理解し、適切に選択できる。（知識・技能）
4. 基本的な医薬品情報（警告、禁忌、効能、副作用、相互作用など）を収集できる。（技能）
5. 処方内容から得られる患者情報を的確に把握できる。（技能）
6. 薬歴簿から得られる患者情報を的確に把握できる。（技能）
7. 緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法を説明できる。
8. 問い合わせに対し、根拠に基づいた論理的な報告書を作成できる。（知識・技能）
9. 医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に必要事項を記載できる。（知識・技能）

《情報の提供》
10. 入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技能・態度）
11. 入手した患者情報を、必要に応じ、適正な手続きを経て他の医療従事者に提供できる。（技能・態度）

薬局実習

教授　 口　常男　他

5年次通期　必修　10単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3320
3320
3320
3320
3320
3320
3320
3320

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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生
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生
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（３）薬局調剤を実践する
一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

薬局調剤を適切に行うために、調剤、医薬品の適正な使用、リスクマネジメントに関連する基本的知識、
技能、態度を修得する。

《保険調剤業務の全体の流れ》
1. 保険調剤業務の全体の流れを理解し、処方せんの受付から調剤報酬の請求までの概要を説明できる。
2. 保険薬局として認定される条件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明できる。

《処方せんの受付》
3. 処方せん（麻薬を含む）の形式および記載事項について説明できる。
4. 処方せん受付時の対応および注意事項（患者名の確認、患者の様子、処方せんの使用期限、記載不備、

偽造処方せんへの注意など）について説明できる。
5. 初来局患者への対応と初回質問表の利用について説明できる。
6. 初来局および再来局患者から収集すべき情報の内容について説明できる。
7. 処方せん受付時の対応ができる。（技能・態度）
8. 生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
9. 患者が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）

10. 患者との会話などを通じて、服薬上の問題点（服薬状況、副作用の発現など）を把握できる。（技能）
《処方せんの鑑査と疑義照会》
11. 処方せんが正しく記載されていることを確認できる。（技能）
12. 処方せんに記載された処方薬の妥当性を、医薬品名、分量、用法、用量、薬物相互作用などの知識に

基づいて判断できる。（知識・技能）
13. 薬歴簿を参照して処方内容の妥当性を判断できる。（知識・技能）
14. 疑義照会の行い方を身につける。（知識・態度）
15. 疑義照会事例を通して、医療機関との連携、患者への対応をシミュレートする。（技能・態度）

《計数・計量調剤》
16. 薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙できる。
17. 処方せんの記載に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）
18. 錠剤、カプセル剤などの計数調剤ができる。（技能）
19. 代表的な医薬品の剤形を列挙できる。
20. 医薬品の識別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。
21. 代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。
22. 同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。
23. 異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。
24. 代表的な同種・同効薬を列挙できる。
25. 代表的な医薬品を色・形、識別コードから識別できる。（技能）
26. 一回量（一包化）調剤を必要とするケースについて説明できる。
27. 一回量（一包化）調剤を実施できる。（技能）
28. 錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
29. 散剤、液剤などの計量調剤ができる。（技能）
30. 調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的取扱いができる。（技能）
31. 毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤と取扱いができる。（技能）
32. 特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）

《計数・計量調剤の鑑査》
33. 調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）

《服薬指導の基礎》
34. 適切な服薬指導を行うために、患者から集める情報と伝える情報を予め把握できる。（知識・技能）
35. 薬歴管理の意義と重要性を説明できる。
36. 薬歴簿の記載事項を列挙し、記入できる。（知識・技能）
37. 薬歴簿の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。
38. 妊婦、小児、高齢者などへの服薬指導において、配慮すべき事項を列挙できる。
39. 患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。（技能）
40. 自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。

《服薬指導入門実習》
41. 指示通りに医薬品を使用するように適切な指導ができる。（技能）
42. 薬歴簿を活用した服薬指導ができる。（技能）
43. 患者向けの説明文書を使用した服薬指導ができる。（技能）
44. お薬手帳、健康手帳を使用した服薬指導ができる。（技能）
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（４）薬局カウンターで学ぶ

到達目標（SBOs）

（５）地域で活躍する薬剤師

到達目標（SBOs）

《服薬指導実践実習》
45. 患者に共感的態度で接する。（態度）
46. 患者との会話を通じて病態、服薬状況（コンプライアンス）、服薬上の問題点などを把握できる。

（技能）
47. 患者が必要とする情報を的確に把握し、適切に回答できる。（技能・態度）
48. 患者との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集し、必要に応じて対処法を提案す

る。（技能・態度）
49. 入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技能・態度）

《調剤録と処方せんの保管・管理》
50. 調剤録の法的規制について説明できる。
51. 調剤録への記入事項について説明できる。
52. 調剤録の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。
53. 調剤後の処方せんへの記入事項について説明できる。
54. 処方せんの保管、管理の方法、期間などについて説明できる。

《調剤報酬》
55. 調剤報酬を算定し、調剤報酬明細書（レセプト）を作成できる。（技能）
56. 薬剤師の技術評価の対象について説明できる。

《安全対策》
57. 代表的な医療事故訴訟あるいは調剤過誤事例について調査し、その原因について指導薬剤師と話し合

う。（知識・態度）
58. 名称あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。
59. 特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、抗糖尿病薬など）を列挙できる。
60. 調剤過誤を防止するために、実際に工夫されている事項を列挙できる。
61. 調剤中に過誤が起こりやすいポイントについて討議する。（態度）
62. 過誤が生じたときの対応策を討議する。（態度）
63. インシデント、アクシデント報告の記載方法を説明できる。

地域社会での健康管理における薬局と薬剤師の役割を理解するために、薬局カウンターでの患者、顧客の
接遇に関する基本的知識、技能、態度を修得する。

《患者・顧客との接遇》
1. かかりつけ薬局・薬剤師の役割について指導薬剤師と話し合う。（態度）
2. 患者、顧客に対して適切な態度で接する。（態度）
3. 疾病の予防および健康管理についてアドバイスできる。（技能・態度）
4. 医師への受診勧告を適切に行うことができる。（技能・態度）

《一般用医薬品・医療用具・健康食品》
5. セルフメディケーションのための一般用医薬品、医療用具、健康食品などを適切に選択・供給できる。
（技能）

6. 顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応策について説明できる。
《カウンター実習》

7. 顧客が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）
8. 顧客が必要とする情報を的確に把握する。（技能・態度）
9. 顧客との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集できる。（技能・態度）

10. 入手した情報を評価し、顧客に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技能・態度）

地域に密着した薬剤師として活躍できるようになるために、在宅医療、地域医療、地域福祉、災害時医療、
地域保健などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

《在宅医療》
1. 訪問薬剤管理指導業務について説明できる。
2. 在宅医療における医療廃棄物の取り扱いについて説明できる。
3. 薬剤師が在宅医療に関わることの意義を指導薬剤師と話し合う。（態度）

《地域医療・地域福祉》
4. 病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。
5. 当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割を説明できる。
6. 当該地域での居宅介護、介護支援専門員などの医療福祉活動の状況を把握できる。（知識・技能）

1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生



― 340 ―

（６）薬局業務を総合的に学ぶ

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

《災害時医療と薬剤師》
7. 緊急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割について説明できる。

《地域保健》
8. 学校薬剤師の職務を見聞し、その役割を説明できる。
9. 地域住民に対する医薬品の適正使用の啓発活動における薬剤師の役割を説明できる。

10. 麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止運動における薬剤師の役割について説明できる。
11. 日用品に係る薬剤師の役割について説明できる。
12. 日用品に含まれる化学物質の危険性を列挙し、わかりやすく説明できる。
13. 誤飲、誤食による中毒および食中毒に対して適切なアドバイスできる。（知識・技能）
14. 生活環境における消毒の概念について説明できる。
15. 話題性のある薬物および健康問題について、科学的にわかりやすく説明できる。

調剤、服薬指導、患者・顧客接遇などの薬局薬剤師の職務を総合的に実習する。

《総合実習》
1. 薬局業務を総合的に実践する。
2. 患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を感じとる。（態度）
3. 薬が病気の治癒、進行防止を通して、病気の予後とQOLの改善に貢献していることを感じとる。
（態度）

上記（１）～（６）の各教育目標を達成するための薬局における11週間の実務実習を行う。
薬局実習終了後、ポスター形式で報告を行う。

実習出席日数及び実習態度、実習施設指導薬剤師の総括的評価資料、実習記録、実習報告会での発表、実
習レポート等により総合的に評価する。

薬学生のための病院・薬局実習テキスト2012年版（病院・薬局実務実習近畿地区調整機構監修）
治療薬マニュアル2011（高久監修、医学書院）

今日の治療薬2012（水島編、南江堂）

患者の視点に立ち、医療人としての姿勢を学ぶとともに、薬局の社会的役割と責任を理解し、薬剤師とし
て必要な基本的な知識、技能、態度を修得して来て下さい。
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生
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生
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年
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生
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年
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生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

研究室に配属して、研究課題に基づき研究室の教員による研究指導を受けて、研究活動に必要となる研究
論文などからの知識の習得方法や研究課題の具体的な実施方法を学ぶ。そして研究成果を積み重ねて行く
ことで、研究分野における研究論文の理解や研究技能・態度の向上を図る。これらの一連の過程を指導教
員によるマンツーマン的な直接指導や研究室内でのディスカッション等を通して推進することにより、問
題発見・解決能力の基盤を構築するとともに、その研究の今後の展開方策を探る能力を磨く。

1. 研究課題を理解し、その課題について積極的に取り組むことができる。
2. 研究課題に取り組むために関連論文を読み、論理的思考に基づいた具体的な研究方法を検討できる。
3. 研究課題に取り組むための問題点を把握して、教員や学生との討論にも積極的に参加できる。
4. 研究活動に関わる諸規則を守り、倫理にも配慮して研究に取り組むことができる。
5. 研究課題について指導教員とともに研究計画を作成して、その研究を計画的に推進できる。
6. 研究成果をまとめて、それを考察することができ、そしてその成果を発表し、質疑応答ができる。

342・343ページ参照

研究への積極的な取り組み、研究成果のまとめ、質疑応答や報告などを総合的に評価する。

特になし

特になし

卒業研究Ⅰ

（342・343ページ参照）

5年次通年　必修　12単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3420
3420
3420
3420
3420
3420
3420
3420

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名



研究室名 担当教員名 題目

機能性分子化学 ・新しい薬物 carrier を目指した機能性材料の開発

薬化学

教授

講師

講師

棚橋 孝雄

竹仲 由希子

西村 克己

・生物活性を持つ天然物有機化合物の構造、合成および生合成に関す
  る研究

薬品化学
教授

講師

宮田 興子

上田 昌史

生命分析化学
教授

助教

小林 典裕

大山 浩之
・抗体のバイオテクノロジーと分析化学への応用

生薬化学

教授

講師

講師

守安 正恭

西山　由美

士反 伸和

・生薬および植物成分の構造解析および生物活性と植物を用いた有用
  物質生産
・漢方および世界の民族医療における薬用植物の利用

薬品物理化学

教授

講師

講師

向　　高弘

田中 将史

萩森 政頼

生命有機化学

和田 昭盛

山野 由美子

沖津 貴志

教授

准教授

講師

薬剤学

教授

講師

助教

岩川 精吾

上田 久美子

池畑 美香

微生物化学

製剤学
教授

准教授

北河 修治

寺岡 麗子

・免疫、炎症における細胞外分泌因子の生理的な役割の解明
・真菌由来多糖体の生理活性とそのメカニズムの解明

准教授

助教

小西 守周

増田　有紀

・生命・自然現象の解明と疾患の診断や治療を目指した物理化学的
  研究

教授

助教

助教

中山 尋量

林  亜紀

前田 秀子

・地球環境にやさしい環境調和適応型合成反応の開発
・連続したヘテロ原子によって創り出される新反応の開発
・新規生物活性物質の合成研究

・生物機能解明を指向した鍵化合物の合成
・新規な有機化学反応や合成法の開発
・新規な有機化学反応や化合物合成法に関する調査研究

・トランスポーターやレセプターを利用した新規薬物療法の開発な
  らびに薬物の体内動態制御
・医薬品開発、医薬品適正使用に関連する臨床研究情報解析

・ポリフェノールおよび医薬品の経皮吸収製剤の開発研究および軟
  膏剤の混合性評価に関する研究
・医薬品の光安定性評価と経口投与固形製剤の適正使用に関する研
  究
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生



・アレルギーおよび自己免疫疾患の発症機序の解明と免疫薬理学的
  制御

薬理学

教授

講師

講師

吉野  伸

八巻 耕也

水谷 暢明

生化学

教授

講師

講師

北川 裕之

三上 雅久

灘中 里美

・糖鎖の機能解析とそれに基づく創薬と医療応用

病態生化学

教授

准教授

講師

講師

太田 光熙

小林 吉晴

多河 典子

藤波  綾

・代謝疾患・神経疾患の病態研究と診断マーカーの探索
・内分泌・代謝系に関わるステロイドホルモンの基礎的、臨床的研究
・健康食品や天然物の効能評価

衛生化学

教授

准教授

准教授

岡野 登志夫

津川 尚子

中川 公恵

・ビタミンの生命科学と臨床・栄養疫学

臨床薬学
教授

講師

江本 憲昭

八木 敬子
・循環器疾患の病態解明と治療法開発のための基礎臨床研究

医療薬学

中央分析

薬学臨床
教育センター

教授

准教授

教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

講師

講師

水野 成人

棚橋　俊仁

准教授

講師

竹内　敦子

都出　千里

濵口　常男

杉山　正敏

沼田　千賀子

田内　義彦

長谷川　豊

波多江　崇

辰見　明俊

猪野　　彩

・消化器疾患の病態の解明
・消化器疾患を中心とする臨床疫学的研究

研究室名 担当教員名 題目

臨床研究コース：病院、薬局に出向き、指導薬剤師のもと臨床研究を行う。
① 保険薬局における在宅医療に関する研究
② 病院薬剤部（薬剤科）における研究
　 ⅰ）癌化学療法における骨髄抑制に対するクレスチンの有用性に
　　　関する調査
　 ⅱ）「抗がん剤投与時のクローズドシステムの有用性」など
調査研究コース：医療チームの一員として医薬品の適正使用の推進
　　　　　　　　に貢献する病院薬剤業務に関する調査研究を行う。
① 「割線付き錠剤の分割後の誤差（先発品と後発品の違い）」
② 「割線付き錠剤の服用患者への貢献度」
③ 「水薬ビンの目盛りの誤差と臨床効果の検討」
④ 「キャップ付き水薬ビンのキャップの誤差と臨床効果の検討」
⑤ フェンタニル経皮吸収製剤の適正使用に関する調査
⑥ テリパラチドの使用成績調査

・質量分析による生理活性物質の分析
・NMRの新しい利用方法の開発
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生
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年

次

生

5

年

次

生
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年

次

生
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

核医学診断法は最先端医療に不可欠なものとなっている。そのため、放射性物質を安全かつ有効に取扱え
るように、放射線の性質や人体に及ぼす影響に関する基礎知識を修得する。そして、薬剤師として必要な
放射性医薬品をはじめとした放射線を用いた診断・治療について理解する。

1. 放射線の生体への影響が説明できる。
2. 代表的な画像診断技術について概説できる。
3. 放射性医薬品の特徴について説明できる。
4. 代表的な放射性医薬品の種類と用途を説明できる。
5. 放射性医薬品の品質管理に関する試験法を説明できる。

1. 放射線と放射能 基本事項の復習
2. 放射線の生体への影響1 体外被曝と体内被曝
3. 放射線の生体への影響2 生体組織の放射線感受性
4. 環境中の放射線 天然・人工放射性核種の影響
5. 環境中の放射線2 環境汚染物質について
6. 画像診断法1 エックス線　CTスキャン
7. 画像診断法2 MRI 超音波　
8. 放射性医薬品　1 SPECT検査の基礎
9. 放射性医薬品　2 SPECT検査の実例

10. 放射性医薬品　3 PET検査
11. 放射線照射 ガンの放射線治療　放射線滅菌
12. 法令及び規則1 放射性医薬品基準など
13. 法令及び規則2 放射性医薬品の試験法
14. 放射線安全管理1 放射性物質および人の安全管理
15. 放射線安全管理2 事故例と対策

定期試験（100点）

放射線管理学テキスト（放射線管理室編）
スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第2巻「物理系薬学I. 物質の物理的性質」東京化学同人

改訂第３版「新放射化学・放射性医薬品学」佐治英郎編　南江堂
第２版「NEW放射化学・放射薬品学」佐治英郎編　廣川書店
第６版　放射線取扱の基礎―第１種放射線取扱主任者試験の要点―日本アイソトープ協会編

授業や放射線取扱主任者（国家資格）に関する質問には、随時対応します（5号館2階　放射線管理室）。

放射線管理学

講師　安岡　由美

5、6年次　前期　選択　１単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2910
2910
2910
2910
2910
2910
2910
2910

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名



― 345 ―

1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

コミュニティーファーマシー（地域薬局）のあり方と業務を理解するために、薬局の役割や業務内容、医
薬分業の意義、セルフメディケーションなどに関する基本的知識と、それらを活用するための基本的態度
を修得する。

1. 地域薬局の役割を列挙できる。
2. 医薬分業のしくみと意義を説明できる。
3. 医薬分業の現状を概説し、将来像を展望する。
4. かかりつけ薬局の意義を説明できる。
5. 保険薬剤師療養担当規則および保険医療担当規則を概説できる。
6. 薬局の形態および業務運営ガイドラインを概説できる。
7. 調剤報酬および調剤報酬明細書（レセプト）について説明できる。
8. 地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を討議する。

1. 薬剤師と薬局の業務 保険調剤、医薬品の供給及び医薬品一元管理について
2. 保険薬局① 薬局・薬剤師において重要な法律の解釈について
3. 保険薬局② 医療保険制度、保険給付、保険外併用療養費及び規制緩和是非について
4. 保険薬局③ 国民医療費の動向、薬剤師に必要な薬剤経済的観点について
5. 薬局製剤 薬局製剤の種類、製造及び販売について
6. 在宅医療 在宅医療における薬局・薬剤師の役割り及び介護保険制度について
7. 学校薬剤師 学校薬剤師の職務について
8. 医薬分業 医薬分業の経緯、現状、将来像について
9. かかりつけ薬局① かかりつけ薬局の仕組み、薬局業務運営ガイドラインについて

10. かかりつけ薬局② 処方せん医薬品、零売について
11. 保険薬局の業務運営 保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則について
12. 医薬品の流通 医療用医薬品と一般用医薬品の違い及び医薬品販売業の区分について
13. 保険調剤報酬 薬価基準、調剤報酬の構成及びその意義について
14. セルフメディケーション 一般用医薬品の販売区分、スイッチOTC薬、相談販売について
15. 一般用医薬品 主な一般用医薬品の成分、注意点について

試験期間中に筆記試験を実施（100点）

スタンダード薬学シリーズ（日本薬学会編）第9巻「薬学と社会」東京化学同人

特になし

一人でも多く将来、薬局開設薬剤師になれることを希望する。
薬局、薬剤師について実践的な講義内容を予定しており、法律については暗記物としてだけではなく、解
釈の仕方まで興味を持ってください。
質問については、非常勤のため講義の前後あるいは文書にて受付け、次回講義時に対応する。

薬局ヘルスケア論
―コミュニティファーマシーを学ぶ―

講師（非常勤）笠井　眞二

５年次前期　選択　１単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2990
2990
2990
2990
2990
2990
2990
2990

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

安全管理医療

教授　 口　常男

５年次後期　選択　１単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2950
2950
2950
2950
2950
2950
2950
2950

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

薬剤師業務が人命にかかわる仕事であることを認識し、患者が被る危険を回避できるようになるために、医薬
品の副作用、調剤上の危険因子とその対策、院内感染などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。

1. 薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原因を説明できる。
2. 誤りを生じやすい投薬例を列挙できる。
3. 院内感染の回避方法について説明できる。
4. 代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見を具体的に説明できる。
5. 誤りを生じやすい調剤例を列挙できる。
6. リスクを回避するための具体策を提案する。
7. 事故が起こった場合の対処方法について提案する。

1. 医療法及び薬事法と医療安全
2. 医療法及び薬事法と医療安全
3. 医療法及び薬事法と医療安全
4. 薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例とその原因
5. 薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例とその原因
6. 輸血療法の中で起こりやすい事故事例とその原因
7. 医療機器、医療器具による事故例とその原因
8. 転倒転落による事故例とその原因
9. 院内感染の回避方法

10. 代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見
11. 代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見
12. 誤りを生じやすい調剤例とその対策
13. リスクを回避するための具体策
14. インシデントの分析法
15. 事故が起こった場合の対処方法

定期試験（100点）

配布プリント

薬学生のための医薬品安全管理入門（医学書院）
新人薬剤師・薬学生のための医療安全学入門―調剤過誤防止から副作用の早期回避まで―

（薬ゼミファーマブック）

医療の安全確保は医療人である薬剤師の重要な役割です。この授業をとおして薬剤師業務における安全管
理の考え方を学んでください。
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一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

医薬品を含む目的物を合成するために、代表的な炭素骨格の構築法などに関する基本的知識を修得する。
入手容易な化合物を出発物質として、医薬品を含む目的化合物へ化学変換するために有機合成法の基本的
知識を修得する。

1. 光学活性化合物を合成するための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。
2. 代表的な官能基を他の官能基に変換できる。
3. 代表的な炭素-炭素結合生成反応について説明できる。
4. 代表的な位置選択的な反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。
5. 代表的な立体選択的な反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。
6. 課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。

1. 立体化学の基礎 １
2. 立体化学の基礎 ２
3. 立体化学の基礎 ３
4. 不斉合成 １
5. 不斉合成 ２
6. 不斉合成 ３
7. 複雑な有機化合物の合成 １
8. 複雑な有機化合物の合成 ２
9. 複雑な有機化合物の合成 ３

10. 複雑な有機化合物の合成 ４
11. 具体的な医薬品合成 １
12. 具体的な医薬品合成 ２
13. 具体的な医薬品合成 ３
14. 具体的な医薬品合成 ４
15. 具体的な医薬品合成 ５

定期試験　100点

プリント

特になし

基礎となる有機化学反応とそれぞれの反応における立体化学を理解していることが重要です。

精密有機合成化学

教授　和田　昭盛

教授　宮田　興子

5、6年次　前期　選択　1単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2920
2920
2920
2920
2920
2920
2920
2920

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名

1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生



1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生
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一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

オーラルケア製剤を含めた香粧品の有用性、機能性、安全性を理解し、適用される皮膚、毛髪等の構造と機能、
関連する法規、香粧品の原料、製剤についての基本的知識を身につける。

1. 香粧品の種類を列挙し、関連する法規について説明できる。
2. 皮膚の構造や機能について説明できる。
3. 物質の皮膚吸収の特徴について説明できる。
4. 代表的な香粧品、オーラルケア製剤を列挙し、その有用性について説明できる。
5. 香粧品の安全性と評価、試験法について説明できる。
6. 代表的な香粧品原料について説明できる。
7. 香粧品の剤形と製剤、物性評価、品質保証について説明できる。

1. 香粧品学講義概要 香粧品学とは、講義スケジュール
2. 香粧品の概念 香粧品の種類及び分類、法規
3. オーラルケア 口腔内を対象とする製剤
4. 皮膚の構造と機能 皮膚の基本構造、生理作用
5. 皮膚脂質 皮膚の脂質、皮膚吸収の特徴
6. 皮膚用化粧品 美白化粧品、紫外線防御化粧品
7. 皮膚用化粧品 メイクアップ化粧品
8. 皮膚用化粧品 シミ、シワと化粧品
9. その他の化粧品 毛髪、爪と化粧品、フレグランス化粧品

10. 香粧品の安全性 香粧品の安全性と評価、試験法
11. 香粧品原料 香粧品の基本的原料
12. 香粧品の剤形と製剤 化粧品の製剤
13. 香粧品の剤形と製剤 化粧品の剤形、容器
14. 香粧品の剤形と製剤 化粧品の製剤技術
15. 香粧品の剤形と製剤 化粧品の物性評価、品質保証

定期試験（80点）、平常点（20点）配点内訳：出席で評価する。

特になし（プリント）

化粧品科学ガイド第２版（田上八朗他監修　フレグランスジャーナル社）

質問は各講義終了後に行ってください。

香粧品学
教授　北河　修治

講師（非常勤）吉井　隆　　　講師（非常勤）岡野　由利

講師（非常勤） 木 和行　　講師（非常勤）吉岡　隆嗣

講師（非常勤）田中　敏之

5、6年次　前期　選択　1単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3040
3040
3040
3040
3040
3040
3040
3040

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

臨床検査は医療において重要であり、薬剤師が服薬指導を行う場合は、病態を理解した上で薬物の有効性や副
作用、相互作用について適切な判断を行うことが必要となる。臨床検査医学では代表的臨床検査について解説
し、次に心電図、超音波検査、呼吸機能検査、内視鏡検査など各種の検査機器を用いた臨床生理検査に関する
基本的知識を修得する。

1. 臨床生理検査の目的やその概要を説明できる。
2. 代表的疾患での生理検査の変動について説明できる。
3. 心電図や呼吸機能検査の診断、治療における重要性について説明できる。
4. CT画像やMRI画像の診断、治療における重要性について説明できる。
5. 超音波検査、内視鏡検査の診断、治療における重要性について説明できる。
6. 生理検査での異常データとアーチファクトを識別する場合の注意点を列挙できる。

1. 臨床検査について 総論
2. 臨床検査について 代表的な機能検査
3. RIを用いた画像検査 SPECTとPET
4. 循環器疾患と検査 循環器疾患概説と生理検査
5. 循環器疾患と検査 心電図検査
6. 循環器疾患と検査 心臓超音波検査
7. 循環器疾患と検査 CT、MRIの原理と検査の実際
8. 循環器疾患と検査 検査画像の診断での重要性
9. 呼吸器疾患と検査 呼吸器疾患概説と生理検査

10. 呼吸器疾患と検査 呼吸機能検査
11. 呼吸器疾患と検査 動脈血液ガス分析
12. 呼吸器疾患と検査 呼吸器疾患における異常所見の解釈
13. 消化器疾患と検査 消化器疾患概説と画像検査法
14. 消化器疾患と検査 腹部超音波検査と消化器内視鏡検査
15. 臨床検査医学 まとめ

定期試験（100点）

特になし（プリント資料を配布）

臨床検査医学講座（第2版）生理機能検査学（大久保他、医歯薬出版）
薬剤師のための臨床検査ハンドブック（前田他、丸善）
解剖イラストでわかる画像診断全科100疾患（大井、照林社）

分からないところの質問は講義終了後にたずねてください。

臨床検査医学
教授　太田　光

教授　水野　成人

講師（非常勤）大西　一男

講師（非常勤）西村　善博

熙

5、6年次　後期　選択　1単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2940
2940
2940
2940
2940
2940
2940
2940

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

薬の専門家である薬剤師が、患者の栄養状態を正確に把握したうえで、適切な薬物治療を行うことができるよ
うになるために、臨床栄養に関する基本的知識・技能を修得する。

1. 臨床栄養の基礎理論および活用理論について説明できる。
2. 栄養アセスメントの意義と実施方法について説明できる。
3. 代謝性疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
4. 消化器系疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
5. 循環器系疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
6. 運動器系疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
7. 神経・精神疾患における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。
8. ストレス時・術後における栄養アセスメントおよび栄養管理について説明できる。

Ⅰ．臨床栄養学総論
1. 栄養アセスメントの基礎理論（１） ライフステージにおける栄養アセスメントと栄養管理
2. 栄養アセスメントの基礎理論（２） 感染症と生活習慣病における栄養アセスメントと栄養管理
3. 栄養療法の基礎理論と活用理論 薬物療法・運動療法・精神療法との併用、栄養素・薬物相互

作用、NSTの現状と問題点
Ⅱ．臨床栄養学各論
1. 代謝性疾患（１） 糖尿病と栄養（糖代謝の基礎理論と遺伝的背景要因）
2. 代謝性疾患（２） 糖尿病と栄養（合併症・増悪・再発防止）
3. 代謝性疾患（３） 脂質異常症、高血圧症と栄養
4. 代謝性疾患（４） 肥満、メタボリックシンドロームと栄養
5. 消化器系疾患 胃腸疾患、慢性肝疾患（特に肝硬変）、胆・膵疾患と栄養
6. 循環器系疾患（１） 虚血性心疾患、脳出血、脳梗塞、動脈硬化症と栄養
7. 循環器系疾患（２） 慢性腎不全、透析と栄養
8. 悪性腫瘍 胃がん、肝がん、乳がん、大腸がんと栄養
9. 運動器系疾患 慢性関節リウマチ、変形性骨疾患、骨粗鬆症と栄養

10. 呼吸器系疾患 肺炎、喘息、インフルエンザと栄養
11. 皮膚疾患 アトピー性皮膚炎、色素性乾皮症、褥瘡と栄養
12. 神経性疾患 認知症（特に老人性およびアルツハイマー型認知症）と栄養
13. その他 ストレス時・手術と栄養

定期試験（100点）

病態栄養ガイドブック（日本病態栄養学会編、メディカルレビュー社）

臨床栄養治癒の実践・病態別編（岡田正監修、金原出版）
最新栄養学第９版（木村修一、小林修平監修、建帛社）

病気の治療には薬物療法とともに患者自身の代謝改善、体力と免疫力の回復が大切です。臨床栄養を理解
するには、これまでに学んできた病態生理と栄養・生化学的知識が不可欠ですので、よく復習して講義に
臨んでください。

臨床栄養学

教授　岡野　登志夫

講師（非常勤）田中　清

5、6年次　後期　選択　1単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2930
2930
2930
2930
2930
2930
2930
2930

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名



1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生
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医薬品臨床開発各論

講師（非常勤）森川　敏彦

5、6年次　前期　選択　1単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2980
2980
2980
2980
2980
2980
2980
2980

1
2
3
4
5
6
7
8

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

医薬品開発及び臨床試験の実践に携わる人を想定して必要な基本的知識・技能を修得する。

1. 臨床開発のプロセスを理解する。
2. プロトコールの立案ができる。
3. ヒトでの安全性評価ができる（第Ⅰ相など）。
4. 臨床評価ができる（第Ⅱ相、第Ⅲ相）。
5. 報告書を作成できる（総括報告書、CTDなど）。
6. 最新の臨床開発に関する諸問題について理解する。

1. 臨床開発戦略Ⅰ 開発する薬剤および関連情報の収集（1コマ）
2. 臨床開発戦略Ⅱ 新臨床評価ガイドラインの理解（2コマ）
3. 臨床試験の計画Ⅰ プロトコール案の作成（第Ⅰ相など）（1コマ）
4. 臨床試験の計画Ⅱ プロトコール案の作成（第Ⅱ相、第Ⅲ相）（2コマ）
5. 臨床試験のデザイン 臨床試験のデザイン（1コマ）
6. 臨床データ管理 データマネージメント（1コマ）
7. 成績の評価Ⅰ 解析計画書の作成（１コマ）
8. 成績の評価Ⅱ 統計解析の実践（2コマ）
9. 成績の報告Ⅰ 個別試験の報告書の作成（1コマ）

10. 成績の報告Ⅱ 試験全体の報告書の作成（1コマ）
11. 臨床開発特論 最新の臨床開発上の諸問題（2コマ）

講義の出席率（30％）、試験（70％）

特になし

医師のための「治験ハンドブック」第６版（エルゼビア・ジャパン）
丹後・上坂編「臨床試験ハンドブック」（朝倉）
木原訳「医学的研究のデザイン」（メディカル・サイエンス・インターナショナル）
木原訳「国際誌にアクセプトされる医学論文」（メディカル・サイエンス・インターナショナル）

製薬業界、大学、病院、ＣＲＯ、ＳＭＯ等で医薬品開発、臨床試験に携わるものにとって有用な講義とし
たい。臨床開発及び臨床試験のプロセスを理解することは、薬が薬であることのエビデンスがいかに得ら
れるか、あるいはいかに得るべきかを知ることでもある。
この講義を通じて、単に開発プロセスを理解するだけではなく、いかにエビデンスを構築すべきか、臨床
論文からいかにエビデンスを読みとるかについても教えていきたい。
質問は講義の間あるいは講義後の時間帯に受けます。

担当教員名



3030
3030
3030
3030
3030
3030
3030
3030

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

薬学部や医学部で学ぶ学生は、将来それぞれが専門性を発揮して、専門職としての役割を果たし、医療チーム
の一員として、疾病や障がいがある人（患者・当事者）とその家族に対して、安全で安心かつ質の高い医療・
ケアを行う必要があります。IPW（Interprofessional Work：多職種協働）演習では、専門領域の異なる学生
メンバー間で目標を共有し、ディスカッションを行い問題解決の過程を体験的に学習することを通して、自
己・他者の専門性を尊重し、相互理解を深め、チームで協働することの意義を理解することを目指します。

1. チーム内で情報を共有できる。
2. 関連する他の保健医療職の視点、専門性や役割を理解することができる。
3. 問題・課題に関連した臨床的知識を理解することができる。
4. 患者ケアについて医学的視点にとどまらず全人的視点で考えることができる。
5. リーダーシップ、メンバーシップを発揮し、チームとして建設的な討論を進めることができる。
6. 他の職種と連携・協働してチーム医療を行うことの重要性を理解することができる。
7. 学習経験を振り返り（リフレクション）次の行動（アクション）の準備ができる。

神戸大学医学部医学科、保健学科の学生と共に異なる専攻からなる学生グループで、提示されたシナリオ
を基にチュートリアルに取り組む。
本科目の実施前（前の週）に半日分のオリエンテーションを行うので必ず出席すること。
本科目は次の期間に集中して行う：平成24年12月10日（月）～14日（金）（予定）
チュートリアル2回とグループ学習、自己学習をとおして学習を深め、グループ発表会で学習を共有する。
学生は39グループに分かれ、13グループずつの3組（A，B，C組）に分けて、組毎に時間差で神戸大学医
学部の教室を利用し学習を進める。

各学生グループ担当教員による評価を参考に神戸薬科大学と神戸大学医学部医学科、保健学科それぞれの
担当教員が最終評価を行う。評価は、出席度、グループ学習への参加度、課題に対する学習の準備度、グ
ループ発表などから総合的に評価する。

特になし

医学教育ABC学び方、教え方　P. Cantilon他編集、吉田一郎監訳（篠原出版新社）

受講可能人数は39名で、本科目は、複数の専攻学生とともに、シナリオの当事者の視点から問題解決をし
ていく学習である。重要なのは、自己に気付き、他者を尊重し理解しようとする関心である。グループメ
ンバー間の積極的なかかわりをとおして学びを深めて、インタープロフェッショナルな専門職へ成長する
基盤にしてほしい。

IPW演習

教授　北河　修治　　教授　岩川　精吾

教授　水野　成人　　教授　宮田　興子

教授　江本　憲昭　　講師　辰見　明俊
5年次　後期　選択　1単位　神戸大学連携科目

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

学生へのアドバイス

医薬品開発と生産の実際を理解するために、医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、
社会的重要性に目を向ける態度を身につける。

1. 医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。
2. 疾病統計により示される日本の疾病の特徴について説明できる。
3. 医療用医薬品で日本市場および世界市場での売上高上位の医薬品を列挙できる。
4. 新規医薬品の価格を決定する要因について概説できる。
5. ジェネリック医薬品の役割について概説できる。
6. ジェネリック医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性について説明できる。
7. 非臨床試験、臨床試験の目的と実施概要を説明できる。
8. 医薬品の販売承認申請から、承認までのプロセスを説明できる。
9. 市販後調査の制度とその意義について説明できる。

10. 医薬品開発における国際的ハーモナイゼイション（ICH）について概説できる。
11. 医薬品の工業的規模での製造工程の特色を開発レベルのそれと対比させて概説できる。
12. 医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役割について説明できる。
13. 医薬品製造において環境保全に配慮すべき点を列挙し、その対処法を概説できる。
14. GLP、GMP、GCP、GPMSPの概略と意義について説明できる。
15. 医薬品の創製における知的財産権について概説できる。
16. 代表的な薬害の例について、その原因と社会的背景を説明し、これらを回避するための手段を討議する。

1. 医薬品開発のコンセプト　 講義概要、日本の疾病の特徴
2. 医薬品開発のコンセプト　 医薬品研究開発と考慮すべき因子
3. 医薬品開発のコンセプト 代表的医薬品　
4. 医薬品市場と開発すべき医薬品 医薬品の価格を決定する要因　
5. 医薬品市場と開発すべき医薬品 ジェネリック医薬品、オーファンドラッグ
6. 非臨床試験 非臨床試験の目的と実施概要　
7. 医薬品の承認　臨床試験 臨床試験の目的と実施概要　
8. 医薬品の承認 医薬品の承認までのプロセス　
9. 医薬品の承認　市販後調査 市販後調査、国際的ハーモナイゼイション

10. 医薬品の製造と品質管理 医薬品の製造工程
11. 医薬品の製造と品質管理 医薬品の品質管理、環境保全
12. 特許 医薬品の創製における知的財産権１
13. 特許 医薬品の創製における知的財産権２
14. 薬害 薬害被害者との対話
15. 薬害 代表的な薬害の原因と社会的背景

定期試験（90点）、平常点（10点）配点内訳：出席で評価する。

スタンダード薬学シリーズ８「医薬品の開発と生産」東京化学同人

質問は各講義終了後に行ってください。

医薬品開発Ⅰ
教　授　北河　修治　　　　教　授　沼田　千賀子

教　授　中江　裕子　　　　准教授　寺岡　麗子

講　師（非常勤）柴田　隆司　 講　師（非常勤）藤本　貴司

講　師（非常勤）富永　佳子

６年次前期　必修　１単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2230
2230
2230
2230
2230
2230
2230
2230

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

ドラックデザインの科学的な考え方を理解するために、標的生体分子との相互作用および基盤となるサイ
エンスと技術に関する基本的知識と技能を修得する。

1. 医薬品開発の標的となる代表的な生体分子を列挙できる。
2. 医薬品と標的生体分子の相互作用を、具体例を挙げて立体化学的観点から説明できる。
3. 立体異性体と生物活性の関係について具体例を挙げて説明できる。
4. 医薬品の構造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係について具体例を挙げて説明できる。
5. 定量的構造活性相関のパラメーターを列挙し、その薬理活性に及ぼす効果について概説できる。
6. 生物学的等価性の意義について概説できる。
7. 薬物動態を考慮したドラックデザインについて概説できる。

1. メディシナルケミストリー
2. 標的・リード化合物の発見法
3. 構造活性相関１ 各種パラメーター
4. 構造活性相関２ 化学的等価性と生物学的等価性
5. 薬物の作用の立体化学１　　　　立体配座の固定
6. 薬物の作用の立体化学２　　　　薬物・受容体相互作用
7. 構造の最適化１ 置換基効果
8. 構造の最適化２ 光学異性
9. 医薬品開発の実際１

10. 医薬品開発の実際２
11. 医薬品開発の実際３
12. 医薬品開発の実際４
13. 医薬品開発の実際５
14. 医薬品開発の実際６
15. 医薬品開発の実際７

定期試験　100点

スタンダード薬学シリーズ８「医薬品の開発と生産」東京化学同人
プリント

創薬化学 ― 有機化学からのアプローチ ―（北泰行、平岡哲夫編）東京化学同人

基礎となる有機化学と生物化学が密接に関連していることを理解し、総合的な薬学的思考を訓練していく
ことが重要です。

医薬品開発Ⅱ
教授　和田　昭盛　　　

教授　宮田　興子　　　

講師（非常勤） 鴻池　敏郎

講師（非常勤） 榊　　秀之

６年次前期　必修　１単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2240
2240
2240
2240
2240
2240
2240
2240

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

現在もなお根治が難しい疾患に対して、先端技術を応用した新しい治療法が開発されつつある。また、先
進的なチームアプローチによる疾患治療に、専門知識を持った薬剤師が活躍の場を広げている。先端医療
の現状や課題を学ぶことにより、医薬品開発に関わるシーズおよびニーズを理解する。

1. 代表的な先端医療に関して、概要、対象疾患、基盤となる技術、臨床応用の現状を説明できる。
2. 先端医療に関わる技術的、社会的、倫理的、経済的な課題を説明できる。
3. 先進的な医療の取り組みにおける薬剤師の関わりを説明できる。
4. 臨床研究の質を高めるための取り組みについて説明できる。

1. 遺伝子治療
2. 再生医療
3. 移植医療
4. 分子標的治療
5. 生殖医療
6. 放射線治療
7. がん免疫療法
8. 内視鏡医療
9. 医療情報

10. 臨床研究
11. がん専門薬剤師
12. 在宅医療
13. NST（栄養サポートチーム）
14. HIV感染専門薬剤師
15. 多因子疾患と遺伝子多型

定期試験により評価する。

特に指定しない

特に指定しない

授業ごとに講師が変わります。質問がある場合には、医療薬学研究室の水野が対応します。

医薬品開発Ⅲ
教授 水野　成人　　　　　 客員教授　南　博信 准教授　棚橋　俊仁
講師（非常勤）横井　英人　 講師（非常勤）白川　利朗　 講師（非常勤）福本　　巧
講師（非常勤）佐々木良平　 講師（非常勤）黒田　良祐　 講師（非常勤）中林　幸士
講師（非常勤）森田　圭紀　 講師（非常勤）室井　延之　 講師（非常勤）播本　高志
講師（非常勤）上田　　宏　 講師（非常勤）矢倉　裕輝　 講師（非常勤）古倉　　聡
講師（非常勤）楠　　康代
６年次前期　必修　１単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

2250
2250
2250
2250
2250
2250
2250
2250

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

・代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の特徴とその最適な使用法を総合的に理解する。
・代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の適正使用に必要な提案について習得する。

①代表的な疾患の病態、経過、治療法について説明できる。
②薬物の適切な使用方法を説明し、提案できる。
③薬物治療に必要な薬物の構造活性相関、薬理作用、分析方法について説明できる。

1. 消化器疾患
2. 循環器疾患
3. 呼吸器疾患
4. 代謝疾患
5. 血液疾患
6. 免疫疾患
7. 精神疾患
8. 神経疾患
9. 皮膚・付属器疾患

10. 悪性腫瘍
11. 感染症
12. 輸液
13. 栄養管理
14. 緩和医療
15. 特殊病態
16. 薬局実務

定期試験（100％）：処方解析演習の範囲からも出題されます

特に指定しない

総合薬学講座の教科書、治療薬マニュアル

授業は処方解析演習と組み合わせて進行します（両方で１ユニット）。
総合薬学講座への導入として重要な科目です。
わからない点は積極的に質問してください。（各担当者が対応）

処方解析学
教 授水野　成人 教 授江本　憲昭 教 授岩川　精吾
教 授 口　常男　教 授杉山　正敏 教 授田内　義彦

教 授沼田千賀子　准教授長谷川　豊 准教授波多江　嵩
准教授棚橋　俊仁　講 師八木　敬子 講 師辰見　明俊
講 師猪野　　彩　助 教河内　正二

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3020
3020
3020
3020
3020
3020
3020
3020

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名

６年次前期　必修　１単位
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

・代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の特徴とその最適な使用法を総合的に理解する。
・代表的な疾患や薬学的事例をもとに、薬物の適正使用に必要な提案について習得する。

①代表的な疾患の病態、経過、治療法について説明できる。
②薬物の適切な使用方法を説明し、提案できる。
③薬物治療に必要な薬物の構造活性相関、薬理作用、分析方法について説明できる。

1. 消化器疾患
2. 循環器疾患
3. 呼吸器疾患
4. 代謝疾患
5. 血液疾患
6. 免疫疾患
7. 精神疾患
8. 神経疾患
9. 皮膚・付属器疾患

10. 悪性腫瘍
11. 感染症
12. 輸液
13. 栄養管理
14. 緩和医療
15. 特殊病態
16. 薬局実務

（処方解析学の授業に合わせて症例・事例による演習を行います）

出席および小テスト（100％）

特に指定しない

総合薬学講座の教科書、治療薬マニュアル

演習は処方解析学の授業と組み合わせて進行します（両方で１ユニット）。
総合薬学講座への導入として重要な科目です。
わからない点は積極的に質問してください。（各担当者が対応）

処方解析学演習
教 授水野　成人 教 授江本　憲昭 教 授岩川　精吾
教 授 口　常男　教 授杉山　正敏 教 授田内　義彦

教 授沼田千賀子　准教授長谷川　豊 准教授波多江　嵩
准教授棚橋　俊仁　講 師八木　敬子 講 師辰見　明俊
講 師猪野　　彩　助 教河内　正二

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3400
3400
3400
3400
3400
3400
3400
3400

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名

６年次前期　必修　５単位
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

学生へのアドバイス

卒業後、薬剤師として活躍するために１～６年次に学んだ教科から薬剤師国家試験に関連する主要領域の
まとめと領域間を関連づけた学習をすることで、実践的な問題解決能力を修得する。

（薬剤師国家試験出題基準より）
1. 物理・化学・生物　 物理は医薬品・生体分子を理解する上で必要な物理化学的・分析化学的な

考え方を身につけ、説明できる。
化学は「医薬品の性質を理解する」ことを主題とし、有機化合物としての
医薬品の物性、反応性及び分子レベルでの医薬品の作用機序等について理
解し、説明できる。
生物は生体の構造、機能及び生体成分の代謝、感染症の病原体、免疫のし
くみなどについて理解し、説明できる。

2. 衛生 衛生化学、公衆衛生学を中心として、栄養化学、環境科学、毒性学、環境
微生物学、疫学及び生態学について理解し、説明できる。衛生関係法規を
概説できる。

3. 薬理 薬物の薬理作用や作用機序を理解し、説明できる。
4. 薬剤 薬物の体内動態及び製剤について理解し、説明できる。
5. 病態・薬物治療 患者の病態生理を理解し、適正かつ安全な薬物療法遂行等のために必要な

事項について説明できる。
6. 法規・制度・倫理 薬剤師としての業務を遂行するの際して必要な法的知識及びこれらに関連

する各種の制度並びに医療の担い手としての任務を遂行するために保持す
べき倫理規範などを理解し、説明できる。

7. 実務 医療や公衆衛生等に携わる薬剤師の業務を理解し、説明できる。

1. 物理・化学・生物 物質の物理学的性質、化学物質の分析、生体分子の構造、化学物質の性質
と反応、ターゲット分子の合成、生体分子・医薬品の化学、天然物由来薬
物、医薬品の開発と生産、生命体の成り立ち、分子レベルの生命理解、感
染症と生体制御

2. 衛生 健康、環境
3. 薬理 薬物の効き方
4. 薬剤 薬物の体内動態、製剤
5. 病態・薬物治療 薬物治療、薬物治療に役立つ情報
6. 法規・制度・倫理 薬学と社会、医薬品の開発と生産、ヒューマニズム
7. 実務 薬剤師業務、病院業務、薬局業務

出席、定期試験などによって総合的に評価する。

開講時に案内する。

開講時に案内する。

薬剤師国家試験は345問出題され、必須問題、一般問題（理論問題、薬学実践問題）に区分されています。薬学実
践問題では実務に関する問題1問とそれ以外の領域に関する問題1問を合わせた複合問題が65（130問）出題されま
す。国家試験に向けた対応を各自計画的に進めてください。質問がある場合は講義担当者に質問をしてください。

総合薬学講座

教授　岩川　精吾　他

６年次後期　必修　10単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3410
3410
3410
3410
3410
3410
3410
3410

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名
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1

年

次

生

2

年

次

生

3

年

次

生

4

年

次

生

5

年

次

生

6

年

次

生

一般目標（GIO）

到達目標（SBOs）

授業内容（項目・内容）

成績評価方法

教科書

指定参考書

研究室に所属して、研究課題に基づき研究室の教員による研究指導を受けて、研究活動に必要となる研究
論文などからの知識の習得方法や研究課題の具体的な実施方法を学ぶ。そして研究成果を積み重ねて行く
ことで、研究分野における研究論文の理解や研究技能・態度の向上を図る。これら一連の課程を指導教員
によるマンツーマン的な直接指導や研究室内でのディスカッション等を通して推進することにより、問題
発見・解決能力の基盤を構築するとともに、その研究の今後の展開方策を探る能力を磨く。

1. 研究課題に関連するこれまでの研究成果を調査し、評価することができる。
2. 研究課題に関連するこれまでの発表論文を読解することができる。
3. 研究課題達成のために解決すべき問題点を抽出することができる。
4. 実験計画を立案することができる。
5. 実験系を組み、実験を実施することができる。
6. 実験に用いる薬品、器具、機器を正しく取扱い、管理することができる。
7. 研究課題活動中に生じたトラブルを指導者に報告することができる。
8. 研究課題の各プロセスを正確に記録することができる。
9. 研究課題の結果をまとめることができる。

10. 研究課題の結果を考察し、評価することができる。
11. 研究課題の成果を発表し、適切に質疑応答することができる。
12. 研究課題の成果を報告書や論文としてまとめることができる。
13. 自らの研究課題成果に基づいて、次の研究課題を提案することができる。

362・363ページ参照

研究への積極的な取り組み、研究成果のまとめ、質疑応答や報告などを総合的に評価する。

特になし

特になし

卒業研究Ⅱ

（362・363ページ参照）

６年次前期　必修　10単位

クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード
クラス 科目コード

3430
3430
3430
3430
3430
3430
3430
3430

1
2
3
4
5
6
7
8

担当教員名



研究室名 担当教員名 題目

機能性分子化学 ・新しい薬物 carrier を目指した機能性材料の開発

薬化学

教授

講師

講師

棚橋 孝雄

竹仲 由希子

西村 克己

・生物活性を持つ天然物有機化合物の構造、合成および生合成に関する研究
・天然物由来の医薬品について

薬品化学

教授

講師

宮田 興子

上田 昌史

生命分析化学

教授

助教

小林 典裕

大山 浩之

・抗体のバイオテクノロジーと分析化学への応用

生薬化学

教授

講師

講師

守安 正恭

西山　由美

士反 伸和

・生薬および植物成分の構造解析および生物活性と植物を用いた有用物質
  生産
・漢方および世界の民族医療における薬用植物の利用

薬品物理化学

教授

講師

講師

向　　高弘

田中 将史

萩森 政頼

生命有機化学

和田 昭盛

山野 由美子

沖津 貴志

教授

准教授

講師

薬剤学

教授

講師

助教

岩川 精吾

上田 久美子

池畑 美香

製剤学

教授

准教授

准教授

助教

北河 修治

寺岡 麗子

・生命・自然現象の解明と疾患の診断や治療を目指した物理化学的研究
  

教授

助教

助教

中山 尋量

林  亜紀

前田 秀子

・天然由来の生物活性物質の合成研究
・医薬品や医薬品の卵となる化合物類の合成研究
・新規機能性化合物類の合成研究

・生物機能解明を指向した鍵化合物の合成
・新規な有機化学反応や合成法の開発
・新規な有機化学反応や化合物合成法に関する調査研究

・トランスポーターやレセプターを利用した新規薬物療法の開発ならびに
  薬物の体内動態制御
・薬物の体内動態特性や服薬アドヒアランスが薬物治療の有効性と安全性
  に及ぼす影響についての調査

・ポリフェノールおよび医薬品の経皮吸収製剤の開発研究および軟膏剤の
  混合性評価に関する研究
・医薬品の光安定性評価と経口投与固形製剤の適正使用に関する研究

微生物化学

小西 守周

増田　有紀

・免疫、炎症における細胞外分泌因子の生理的な役割の解明
・真菌由来多糖体の生理活性とそのメカニズムの解明
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・アレルギーおよび自己免疫疾患の発症機序の解明と免疫薬理学的制御薬理学

教授

講師

講師

吉野  伸

八巻 耕也

水谷 暢明

生化学

教授

講師

講師

北川 裕之

三上 雅久

灘中 里美

・糖鎖の機能解析とそれに基づく創薬と医療応用

病態生化学

教授

准教授

講師

講師

太田 光熙

小林 吉晴

多河 典子

藤波  綾

・代謝疾患・神経疾患の病態研究と診断マーカーの探索
・内分泌・代謝系に関わるステロイドホルモンの基礎的、臨床的研究
・健康食品や天然物の効能評価

衛生化学

教授

准教授

准教授

岡野 登志夫

津川 尚子

中川 公恵

・ビタミンの生命科学と臨床・栄養疫学

臨床薬学

教授

講師

江本 憲昭

八木 敬子

・循環器疾患の病態解明と治療法開発のための基礎臨床研究

医療薬学

水野 成人

棚橋　俊仁

・消化器疾患の病態の解明
・消化器疾患を中心とする臨床疫学的研究

研究室名 担当教員名 題目

中央分析

薬学臨床
教育センター

教授

准教授

教授

教授

教授

教授

准教授

准教授

講師

講師

准教授

講師

竹内　敦子

都出　千里

濵口　常男

杉山　正敏

沼田　千賀子

田内　義彦

長谷川　豊

波多江　崇

辰見　明俊

猪野　　彩

・臨床現場における医薬品の適正使用に関する検討
① 配合剤に関する使用実態調査
② 嗜好品等との薬物相互作用に関する調査
③ 最適な実務実習指導用薬局アイテムの検討
④ 医薬品情報提供書の利用度と高齢者の視認性の関係に関する調査
⑤ 医療コミュニケーション
⑥ 医療従事者にとって重要な医療コミュニケーションのスキルアップを
　 目指して、効果的なコミュニケーション教育（実習）のためのアンケート
　 調査・解析を行う。
⑦ 将来の専門薬剤師（がん薬物療法、緩和等）などの資格取得を目指して、
　 病態把握、症例検討、処方解析等を行い、基本的な症例報告のスキルを
　 身につける。

・質量分析による生理活性物質の分析
・NMRの新しい利用方法の開発
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■ 索　引

○ 1 年次生○

アジア文化論 ・・・・・・・・・・・126

アメリカ文化論 ・・・・・・・・・・・127

異文化理解 ・・・・・・・・・・・133

医療と人間 ・・・・・・・・・・・128

英語Ⅰ（習熟度別A） ・・・・・・・・・・・ 97

英語Ⅰ（習熟度別B） ・・・・・・・・・・・ 98

英語Ⅰ（習熟度別C） ・・・・・・・・・・・ 99

英語Ⅱ（習熟度別A） ・・・・・・・・・・・100

英語Ⅱ（習熟度別B） ・・・・・・・・・・・101

英語Ⅱ（習熟度別C） ・・・・・・・・・・・102

英語Ⅱ（習熟度別D） ・・・・・・・・・・・103

英語Ⅲ（習熟度別A） ・・・・・・・・・・・104

英語Ⅲ（習熟度別B） ・・・・・・・・・・・105
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英語Ⅳ（習熟度別A） ・・・・・・・・・・・107

英語Ⅳ（習熟度別B） ・・・・・・・・・・・108
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英語Ⅳ（習熟度別D） ・・・・・・・・・・・110

英語の歴史 ・・・・・・・・・・・118

韓国語Ⅰ ・・・・・・・・・・・112

韓国語Ⅱ ・・・・・・・・・・・115

基礎化学 ・・・・・・・・・・・ 92

基礎化学実習 ・・・・・・・・・・・150

教養リテラシー（１,３,５クラス）・・・・・・・・・・・ 95

教養リテラシー（２,４,６クラス）・・・・・・・・・・・ 96

言語と文化 ・・・・・・・・・・・125

現代広告論 ・・・・・・・・・・・120

現代社会論 ・・・・・・・・・・・117

現代の音楽 ・・・・・・・・・・・129

コミュニケーション論 ・・・・・・・・・・・132

社会心理学 ・・・・・・・・・・・122

社会薬学Ⅰ ・・・・・・・・・・・134

社会薬学Ⅱ ・・・・・・・・・・・135

消費者行動論 ・・・・・・・・・・・130

情報リテラシー（１～６クラス） ・・・・・・・・・・・ 94

初期体験臨床実習 ・・・・・・・・・・・151

数学Ⅰ（習熟度別A） ・・・・・・・・・・・ 83

数学Ⅰ（習熟度別B） ・・・・・・・・・・・ 84
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数学Ⅱ（習熟度別C） ・・・・・・・・・・・ 88

生薬学 ・・・・・・・・・・・146

生化学Ⅰ ・・・・・・・・・・・147

生命科学入門 ・・・・・・・・・・・ 93
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か

あ
早期体験学習 ・・・・・・・・・・・・148

中国語Ⅰ ・・・・・・・・・・・・111

中国語Ⅱ ・・・・・・・・・・・・114

ドイツ語Ⅰ ・・・・・・・・・・・・113

ドイツ語Ⅱ ・・・・・・・・・・・・116

日本文化論 ・・・・・・・・・・・・124

ヒューマンケア論入門 ・・・・・・・・・・・・123

物理化学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・137

物理学（履修歴別A） ・・・・・・・・・・・・ 89

物理学（履修歴別B） ・・・・・・・・・・ 90、91

分析化学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・138

無機・錯体化学 ・・・・・・・・・・・・139

薬学入門 ・・・・・・・・・・・・136

薬用資源学 ・・・・・・・・・・・・145

薬局経営論 ・・・・・・・・・・・・131

有機化学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・140

有機化学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・142

有機化学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・144

有機化学系Ⅰ実習 ・・・・・・・・・・・・149
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○ 2 年次生○

アジア文化論 ・・・・・・・・・・・・196

アメリカ文化論 ・・・・・・・・・・・・197

異文化理解 ・・・・・・・・・・・・203

医薬品物語 ・・・・・・・・・・・・233

医療と人間 ・・・・・・・・・・・・198

英語Ⅴ（１,５クラス） ・・・・・・・・・・・・159

英語Ⅴ（２,６クラス） ・・・・・・・・・・・・160

英語Ⅴ（３,４クラス） ・・・・・・・・・・・・161

英語Ⅵ（１,５グループ） ・・・・・・・・・・・・162

英語Ⅵ（２,６グループ） ・・・・・・・・・・・・163

英語Ⅵ（３,７グループ） ・・・・・・・・・・・・164

英語Ⅵ（４,８グループ） ・・・・・・・・・・・・165

英語Ⅶ（１,５クラス） ・・・・・・・・・・・・166

英語Ⅶ（２,６クラス） ・・・・・・・・・・・・167
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英語Ⅷ（２,６グループ） ・・・・・・・・・・・・170

英語Ⅷ（３,７グループ） ・・・・・・・・・・・・171

英語Ⅷ（４,８グループ） ・・・・・・・・・・・・172

英語の歴史 ・・・・・・・・・・・・188

衛生薬学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・224

化学系基礎演習Ⅰ ・・・・・・・・・・・・231

化学系基礎演習Ⅱ ・・・・・・・・・・・・232

韓国語Ⅰ ・・・・・・・・・・・・206

韓国語Ⅱ ・・・・・・・・・・・・209

言語と文化 ・・・・・・・・・・・・195

現代広告論 ・・・・・・・・・・・・190

現代社会論 ・・・・・・・・・・・・187

現代の音楽 ・・・・・・・・・・・・199

コミュニケーション論 ・・・・・・・・・・・・202

社会心理学 ・・・・・・・・・・・・192

社会薬学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・210

消費者行動論 ・・・・・・・・・・・・200

生化学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・221

生化学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・222

生物学系Ⅰ実習 ・・・・・・・・・・・・226

生物有機化学 ・・・・・・・・・・・・217

生薬化学実習 ・・・・・・・・・・・・229

生薬学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・218

総合文化演習Ⅰ ・・・・・・・・・173～186

中国語Ⅰ ・・・・・・・・・・・・205

中国語Ⅱ ・・・・・・・・・・・・208

ドイツ語Ⅰ ・・・・・・・・・・・・204
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あ
ドイツ語Ⅱ ・・・・・・・・・・・・207

統計学Ⅰ（１,３グループ） ・・・・・・・・・・・・155

統計学Ⅰ（２,４グループ） ・・・・・・・・・・・・156

統計学Ⅱ（１,３グループ） ・・・・・・・・・・・・157

統計学Ⅱ（２,４グループ） ・・・・・・・・・・・・158

日本文化論 ・・・・・・・・・・・・194

微生物学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・219

微生物学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・223

ヒューマンケア論入門　　　　 ・・・・・・・・・・・・193

物理化学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・211

物理化学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・212

物理化学Ⅳ ・・・・・・・・・・・・213

物理化学系実習 ・・・・・・・・・・・・230

分子生物学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・220

分析化学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・214

分析化学系実習 ・・・・・・・・・・・・228

薬理学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・225

薬局経営論 ・・・・・・・・・・・・201

有機化学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・215

有機化学Ⅳ ・・・・・・・・・・・・216

有機化学系Ⅰ実習 ・・・・・・・・・・・・227
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○ 3 年次生○

医療倫理学 ・・・・・・・・・・・・249

衛生薬学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・260

衛生薬学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・262

衛生薬学Ⅳ ・・・・・・・・・・・・264

衛生薬学系Ⅰ実習 ・・・・・・・・・・・・286

衛生薬学系Ⅱ実習 ・・・・・・・・・・・・290

環境衛生学 ・・・・・・・・・・・・266

抗生物質学 ・・・・・・・・・・・・272

生薬学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・256

生物学系Ⅱ実習 ・・・・・・・・・・・・287

生物学系Ⅲ実習 ・・・・・・・・・・・・289

生物統計学 ・・・・・・・・・・・・276

生物物理学 ・・・・・・・・・・・・251

生命倫理学 ・・・・・・・・・・・・248

生理学 ・・・・・・・・・・・・255

総合文化演習Ⅱ ・・・・・・・・・・237～247

創薬物理薬剤学 ・・・・・・・・・・・・273

内分泌学 ・・・・・・・・・・・・271

分子生物学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・257

分析化学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・250

免疫学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・258

免疫学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・259

薬学英語入門Ⅰ（１,２クラス）・・・・・・・・・・・・277

薬学英語入門Ⅰ（３,４クラス）・・・・・・・・・・・・278   

薬学英語入門Ⅰ（５,６クラス）・・・・・・・・・・・・279 

薬学英語入門Ⅰ（７,８クラス）・・・・・・・・・・・・280 

薬学英語入門Ⅱ（１,２クラス）・・・・・・・・・・・・281

薬学英語入門Ⅱ（３,４クラス）・・・・・・・・・・・・282

薬学英語入門Ⅱ（５,６クラス）・・・・・・・・・・・・283

薬学英語入門Ⅱ（７,８クラス）・・・・・・・・・・・・284

薬剤設計学 ・・・・・・・・・・・・274

薬物治療学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・270

薬理学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・267

薬理学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・268

有機化学Ⅴ ・・・・・・・・・・・・252

有機化学Ⅵ ・・・・・・・・・・・・254

有機化学系Ⅱ実習 ・・・・・・・・・・・・285

や

ま

は

な

さ

か

あ
有機化学系Ⅲ実習 ・・・・・・・・・・・・288

臨床検査学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・269

ら
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○ 4 年次生○

安全管理医療 ・・・・・・・・・・・・313

医薬品情報学 ・・・・・・・・・・・・302

インターンシップ ・・・・・・・・・・・・314

海外薬学研修 ・・・・・・・・・・・・321

漢方医学 ・・・・・・・・・・・・297

基礎薬学演習 ・・・・・・・・・・・・294

機能性製剤学 ・・・・・・・・・・・・304

実務実習事前教育 ・・・・・・・・・・・・323

実用薬学英語Ⅰ ・・・・・・・・・ 317、318

実用薬学英語Ⅱ ・・・・・・・・・ 319、320

社会保障制度と薬剤経済 ・・・・・・・・・・・・307

治験 ・・・・・・・・・・・・305

放射線管理学 ・・・・・・・・・・・・311

薬事関係法規・薬事制度 ・・・・・・・・・・・・306

薬物治療学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・300

薬物治療学Ⅲ ・・・・・・・・・・・・301

薬物動態学Ⅰ ・・・・・・・・・・・・298

薬物動態学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・299

薬理学実習 ・・・・・・・・・・・・309

薬局ヘルスケア論 ・・・・・・・・・・・・312

有機化学Ⅶ ・・・・・・・・・・・・308

臨床栄養学 ・・・・・・・・・・・・316

臨床検査医学 ・・・・・・・・・・・・315

臨床検査学Ⅱ ・・・・・・・・・・・・295

臨床検査実習 ・・・・・・・・・・・・310

臨床心理学 ・・・・・・・・・・・・293

臨床薬物動態学 ・・・・・・・・・・・・303

ら
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○ 5 年次生○

ＩＰＷ演習 ・・・・・・・・・・・・352

安全管理医療 ・・・・・・・・・・・・346

医薬品臨床開発各論 ・・・・・・・・・・・・351

インターンシップ ・・・・・・・・・・・・314

海外薬学研修 ・・・・・・・・・・・・321

香粧品学 ・・・・・・・・・・・・348

精密有機合成化学 ・・・・・・・・・・・・347

卒業研究Ⅰ ・・・・・・・・・・・・341

病院実習 ・・・・・・・・・・・・333

放射線管理学 ・・・・・・・・・・・・344

薬局実習 ・・・・・・・・・・・・337

薬局ヘルスケア論 ・・・・・・・・・・・・345

や

は

さ

か

あ

臨床栄養学 ・・・・・・・・・・・・350

臨床検査医学 ・・・・・・・・・・・・349

ら

○ 6 年次生○

医薬品開発Ⅰ ・・・・・・・・・・・・355

医薬品開発Ⅱ ・・・・・・・・・・・・356

医薬品開発Ⅲ ・・・・・・・・・・・・357

医薬品臨床開発各論 ・・・・・・・・・・・・351

香粧品学 ・・・・・・・・・・・・348

処方解析学 ・・・・・・・・・・・・358

処方解析学演習 ・・・・・・・・・・・・359

精密有機合成化学 ・・・・・・・・・・・・347

総合薬学講座 ・・・・・・・・・・・・360

卒業研究Ⅱ ・・・・・・・・・・・・361

放射線管理学 ・・・・・・・・・・・・344

は

さ

か

あ

臨床栄養学 ・・・・・・・・・・・・350

臨床検査医学 ・・・・・・・・・・・・349

ら
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